平成29年度第3回岩国市環境審議会の結果について
1 会議名
平成29年度第3回岩国市環境審議会

2　開催日時

　　平成29年11月22日（水）午後2時00分から

3　開催場所

　　岩国市役所5階　51、52会議室

４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）、河角衛（副会長）
　　河本智勇、木村圭一、嶋田陽生、白木吉子、竹下直彦、田村　巖、樋口隆哉、村元雅晴
　（事務局）

　　環境部長：村中雄二、環境保全課　課長：中津朝実、環境対策班長：青木肇、環境対策班：市川

佳史
　（担当課）

　　環境事業課　課長：藤村篤士、企画室長：藤井哲夫、企画室：伊藤　良洋
　　下水道課　課長：木邉　光志、計画班長：片野　光一
　　焼却施設建設事務所　所長：槙本　新次郎
　（関連部署）

　　環境施設課　課長：中本　善則、下水道施設課　課長：三國　慎治
5 議題

１　環境審議会の会長・副会長の選出
２　岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について
　　　 ６　公開・非公開等の別

　　　　　 公開

７　傍聴人数
　　1人

８　会議内容概要
委嘱状交付

《審議等事項》

(1)
環境審議会の会長・副会長の選出

① 各委員自己紹介

② 会長・副会長の選出

会　長：藤野委員（委員協議のうえ、決定）

副会長：河角委員（委員協議のうえ、決定）
(2) 環境審議会の公開のあり方について
（事務局）
それでは、只今から平成29年度第３回岩国市環境審議会を開催いたします。

本日は、委員12名のうち８名が出席されていますので、岩国市環境審議会条例第６条第２項の規定により、本日の会議が成立していることを報告しておきます。（後ほど、２名遅れて出席あり）
（会　長）

　　ありがとうございます。それではここで、「環境審議会の公開のあり方について」事務局より説明をお願いします。

（事務局）

　　それでは、本日お配りした「環境審議会の公開のあり方について」という資料について簡単にご説明させていただきます。

～資料を用いて説明～

　　市民に開かれた審議会となるように整理したものを資料にまとめておりますが、今までと二点ほど変更点がございます。

報道関係者の対応についてですが、これまでは会議冒頭のみの撮影・録音可でしたが、今後は原則会議中全ての時間でカメラ撮影・録音可とそういう風にしたいと考えております。

　　それから二点目は、資料配布についてですが、これも明確な規定がありませんでしたので、今後は原則、委員への配布資料と同じものを報道関係者・傍聴人にも配布するということでお願いしたいと思います。以上です。

（会　長）

　　ただいまの説明にありましたように、市民に開かれた審議会となるべく審議の透明化・公開化に努めていきたいと思います。皆さまご協力よろしくお願いいたします。この件について何かご意見ございますか。（意見なし）

　　それでは、次の議題についてよろしくお願いします。
　　(3)岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について
（事務局）

　　次は、「岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について」になります。
（会　長）

それでは、岩国市一般廃棄物処理基本計画の取り組み状況について、担当課から説明をお願いいた
します。

（担当課）

～資料の内容説明～

「1 進行管理指標の平成28年度実績と評価」及び「2 ごみ処理基本計画の施策の取り組み状況と今
後の方針」は環境事業課が、「3 生活排水処理基本計画の施策の取り組み状況と今後の方針について」
は下水道課が説明

（会　長）

ただ今の説明に対し、ご質問がありましたらお願いします。

（委　員）

2点ほどあります。まず1点目は1ページ目の28年度実績の中でリサイクル率が24年や27年に比べて下がっていますが、何か特別な理由があるのでしょうか。2点目はリサイクル率が下がれば最終処分量は増えると思いますが増えていないのはなぜでしょうか。

（担当課）

リサイクル率が下がった原因ですが、リサイクル率は分母にごみの総発生量、分子に再資源化した量を用いて算出しております。その分子の再資源化した量のうち直接資源化するもの、これは資源品回収の回収量になるのですが、それが大幅に減少したことが、リサイクル率が下がった一番の原因となっておりました。具体的には、新聞、雑誌類が最も減っており、平成24年度に比べて28年度は、新聞が約27％、雑誌が約14％減っていました。これは、新聞、雑誌の発行部数が下がっていく中で、回収はしているものの発生量が少なくなっているのが現状で、改善は難しいかと考えております。もう1つの大きな要因としてあったのは、施策の中で説明しました焼却灰のリサイクル量です。この量が平成24年に比べて約13％下がっておりまして、この原因につきましては昨年度、焼却灰の中に含まれる消石灰、これがなぜ含まれるかというと、アルカリ性の物質ですから、燃焼ガス中に含まれる硫黄酸化物等の酸性物質を落とすために使いますが、それの運転方法を見直した関係で使用量が減り、結果として焼却灰全体の量も減ったということです。運転の改善を行った結果、リサイクル率には悪影響を及ぼしたという結果になったところです。こうした理由で、リサイクル率が下がったことから、最終処分量には影響がでていないことになっております。

（委　員）

新聞が減っているというのは、新聞販売店とかが自身で回収しているのが影響しているのではないでしょうか。

（担当課）

それもあると思いますが、全国的な傾向として新聞の発行部数が下がっておりますので、その影響が大きいと考えております。

（委　員）

参考資料の焼却ごみの中に基地焼却ごみがあって、28年度には2,000トンを超えてきていますが、
これから厚木の艦載機の移駐もあることから、どれくらいまで増えるという見通しをもたれているの
でしょうか。また、愛宕山の米軍住宅のごみの回収はどうされるのか。分別も指定するのか教えてい
ただきたい。

（担当課）

愛宕山に整備された米軍住宅の愛宕ヒルズですが、12月から入居がはじまり、最終的には262世帯
が入居するときいております。事前に米軍と協議を行う中で、分別したものでなければ受け入れられ
ないという回答を行い、愛宕ヒルズは全て岩国市と同じ分別ルールに則って分別をしていただくこと
になりました。12月から入居が始まり、ごみの発生量につきましても次第に増えていくことになろう
かと思いますが、今のところどこまで増えるか見通しは立っておりません。

（会　長）

他にございますか。

（委　員）

ごみ処理計画の中の施策1の環境教育の充実に関しまして、最近、基地周辺に集合住宅が増えてき
ており、市外から転居された方も多く入居されています。入居者に10種20分類の分別を周知させる
のに、管理会社が困っているという現状があります。そういった場合に、出前講座での対応はしてい
ただけるのかお尋ねします。次にエコフレンズについてですが、ごみの減量化の出前講座等を、リサ
イクルプラザ以外の学校とか地域等でも実施されているのかお尋ねします。

（担当課）

集合住宅等の入居者に対する出前講座ですが、施策1の出前環境講座の中にありますとおりごみの
分別を講座として設けていますので、管理会社のほうで入居者を集めていただければ、その場に出向
いて講座を開くことは可能です。
（委　員）

エコフレンズの出張ですが、どの様な講座でも出向いて開催できるというわけではありません。出
前講座の要望が最も多い「廃食油からの石鹸作り」は、準備するものが少量ですので出向いて開催す
ることもあります。しかし、サンドクラフトなどでは必要な資機材を持ち出すことが難しいため、施
設外での開催はできません。

（委　員）

随分前だった思いますが、市全体がごみ減量に向かって活性化した時期に、講座を地域に出向いて
やっておられたと記憶しています。スタッフの事情等あると思いますが、所外に積極的に出向いてい
ただきたいと思います。

集合住宅の件ですが、管理会社から依頼があれば、要請を受けて対応していただけるということで
よろしいでしょうか。

（担当課）

先ほど申し上げましたとおり、入居者個々にというのは難しいので、管理会社さんのほうで入居者を集めていただいて、そこに出向いて開催させていただけたらと思います。

（会　長）

他にございますか。

（委　員）

1ページ目で(オ)廃棄物処理に伴う温室効果ガス排出量が増えたことになっていますが、人口は減っ
た、ごみ総排出量も減った、可燃ごみの処理量も減ったにも拘わらず温室効果ガスが増えたのはどう
いうことかお聞きします。

次に、学校教育の現場からの提案ですが、1つ目は出前講座についてですが、学校は年度当初に年間
計画を立てるのですが、いろんな教科、科目で単元的に環境問題を取り扱っておりますので、広報・
ホームページでPRとは書いてありますが、忙しい年度の始め、終わり頃で大変とは思いますが、学校
に出向いていただいて、こちらからいつでも出向きますがいかがかと宣伝していただきたい。また、
DVDの貸し出しの宣伝も含めて学校を回られれば、学校側もそれに合わせた計画を組むのではないかと
思います。もう1つの提案は、エコフレンズいわくにの本の販売について、エコフレンズの職員の数
の問題もあるので難しいかもしれませんが、文化祭のときに販売に回っていただきたいということで
す。と言いますのも、うちの学校は8時20分が登校時刻なのですが、8時30分まではホームルームを
やらないで読書時間として本を読んでいます。他校もやっていると思いますが、そのように本は大変
需要があります。ネットが進んでも本は読んでいますので、文化祭などの機会に出向いて販売してい
ただければ、大変ありがたいと思っております。

（委　員）

本を学校に来て売ってくださいということでしょうか。

（委　員）

可能であればですね。うちは1日半かけて文化祭をやるのですが、その中に自由閲覧時間が半日あ
りますので、その時間に販売していただければと思います。

（委　員）

わかりました。

（担当課）

温室効果ガスの排出量が増えている件ですが、これは燃えるごみの中に含まれるプラスチック分と
か繊維分の混入量に、排出係数を乗じて算出しております。プラスチック分の含有量が27年度に約13％
であったものが、28年度は約16％となったことから排出量が増となっております。その改善のために
は、更なる分別徹底の啓発が必要であると感じております。

一方で、これは将来的な話になりますけれども、新焼却施設においては発電施設が設けられること
になっています。プラスチックごみの方が、普通の焼却ごみの2倍程度の発熱量がありますので、プ
ラスチックごみの混入量が増えると発電量が増え、温室効果ガスは削減されることになります。分別
処理は大変重要ではありますが、今後は発電により温室効果ガスの削減も図れますので、新たな視点
からの議論も必要ではないかと感じております。

（会　長）

他に質問はございますか。

（委　員）

7ページ目の施策の4 焼却残渣の有効利用ですが、27年度28年度で返却異物が約105トンから約
165トンとなっています。これは、現在の焼却施設が環境配慮型の低温型のため多いのかどうか。新焼
却施設になったときに返却異物がおそらく増えると思うのですが、返却異物として出すのか、他の方
法を考えていらっしゃるのでしょうか。

（担当課）

新工場と現工場の比較になると思うですが、現在の灰の排出は、ごみの中に含まれている燃えない
物である異物も含んだ全てを搬出しているので返却異物が生じるということになります。新しい焼却
場では20mmのふるいを通過した灰のみが搬出されます。通過しなかったものにつきましては、埋立て
をするという計画になっております。

（委　員）

返却異物に含まれている金属やガラス分は、現在どのような処理をされていますか。

（担当課）

全量埋め立て処分しております。新焼却施設におきましては、ふるいで回収した金属につきまして
はリサイクルし、ガラス類につきましては埋立てすることとしております。

（会　長）

他にご意見、ご質問はございますか。

（委　員）

1ページ目の資料についてですが、基準年度の平成24年度と27年度と28年度の数値を示しいただ
いているわけですけれども、今回最後に付いている複数年度の数値が記載してある資料を見ると増え
たり減ったりする中で横ばいだったり、減ったりと全体の傾向が分るので、可能であれば、数年間の
グラフ表示をするなどしていただきたい。

次に、一人一日当たりのごみ排出量がなかなか目標を達成できないという状況ですが、最後の参考
資料を見ると収集ごみについてはある程度推定値に収まっていますが、直接搬入ごみが多めになって
います。その直接搬入ごみの内訳として家庭からと事業所から出ているものを分けて把握されている
のでしょうか。

（担当課）

資料の構成に関しましては、来年度からは、複数年度のデータが確認できるかたちでの報告とさせ
ていただきたいと思います。

2番目の質問についてですが、おっしゃったとおり、収集ごみは人口の減少以上の割合で減っており
ますが、直接搬入ごみは微増しており、目標が達成できなかった原因となっています。直接搬入ごみ
が増えている原因として挙げられるのが、第一には、先ほどご指摘のあった基地ごみです。次いで大
きいのが埋立ごみで、これは火災ごみであります。これらの値が、先ほど申し上げたとおり、一人当
たりのごみ排出量に影響を及ぼすことの是非について検討する必要があるのではないかと考えている
とことです。なお、ご質問のあった事業系のものと家庭系のもののごみで仕分けができているかとい
う質問ですが、残念ながらできておらず、一人当たりのごみ量に家庭系のもののみ考慮して算出する
といったことはできません。

（委　員）

資料の説明の中で、一定規模以上の事業所については、計画書を出してもらっているという話があ
ったと思いますが、それは事業所の方では排出量を把握しているけど、市の方では実測値としては把
握できていないということなのでしょうか。

（担当課）

事業所から排出される報告書において、数量的なものも全部ではないですが記載していただいてい
ます。しかし、そのうちのどれくらいが市の施設に搬入されるかというところまでは把握できていな
いことから、この報告書の数値を事業系ごみの搬入量として取り扱うことはできません。また、大規
模店舗以外の小規模の事業所等からの搬入もありますので、事業系ごみの全体量を把握することはで
きておりません。

（委　員）

指標として一人一日当たりの数値を設定している中で、目標達成に向けての手段、どのような道筋
でやったらよいかというのが、なにかしらの形で探れるというか、考えられるようなデータを揃えて、
それに基づいた指標として設定するのがベストかと思うのですが、今の話だと目標値としてごみ一人
一日当たりいくらという数値はあるけれど、その中身として分からない部分があるということで、目
標達成のためにどこを改善したらよいかというときに、そこが障害になると、なかなか効果的な対策
が打てないことになりかねないことが危惧されます。目標そのものの設定の仕方にもかかわってくる
かもしれません。

（担当課）

分り易いという視点に立てば、家庭系ごみが主である収集ごみのみでの削減目標の設定が望ましい
のかと思いますが、このあたりは、来年度の計画策定のときに、必要に応じて見直しをさせていただ
ければと考えておりますので、その際によろしくお願い致します。

（委　員）

先ほどリサイクル率について質問が出たのですが、今回詳細なデータとしては最後のごみの排出量
についてのみで、リサイクル率算出の根拠データ等はお示しいただいていません。できれば進行管理
指標を算出する基礎データというのは、例えばリサイクル率であれば、資源化量が内訳として焼却灰
はどれくらいで、新聞紙・雑誌類はいくらという、根拠データが一緒についていると、目標値のもと
の中身がわかりやすいと思います。

（担当課）

次回からはお示しさせていただきたいと思います。

（会　長）

今日はかなり貴重な意見がたくさん出されたと思います。市の方もぜひ前向きに取り組んでいただ
いて、次回の報告に活かしていただければと思います。他にご意見・ご質問がないようでしたら、こ
れで本日の環境審議会を終わります。最後になり申し訳ありませんでしたが、議事録署名は河角委員
と河本委員にお願いします。
（事務局）

本日は委員の皆様には大変お忙しいなか、熱心にご審議いただきありがとうございます。以上をも
ちまして平成29年度第3回岩国市環境審議会を閉会いたします。
